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 陳情第87号（６．５．13） 

明石川のＰＦＡＳによる汚染の解決を求める陳情 

陳 情 の 要 旨 １． ２月の測定結果では堅田橋で1300ナノグラム/リットル、暫定目

標値の26倍の大きな値が測定された。直ちに汚染源を突き止め、

汚染水流出を止めること。 

①昨年11月19日付神戸新聞は押部谷町で極めて高いＰＦＡＳ測定値

が計測されたと報道したが、藤原橋北の２つの産業廃棄物最終処

分場から流出する水を押部谷町高和の明石川に流出する前の地点

で採水し計測すること。 

②汚染水を止めるためには活性炭吸着装置の設置が効果的とのこと

 だが、セイシン開発kk側は安定型でこの装置の設置の必要がな 

 く、設置されていないのであれば設置を要請すること。 

③汚染水流出防止のため、活性炭交換頻度を高めることを要請する

 こと。 

④布施畑環境センターも伊川へ流入前の箇所で測定すること。 

⑤地下水の汚染も計測すること。果樹・園芸農家で地下水を使用し

 ている農家もある。地下水のＰＦＡＳ濃度測定と、使用状況の掌

 握、地下水使用中止要請を行うこと。 

⑥土壌汚染や農産物への影響、住民の健康への影響なども調査する

 こと。 

２．国に対して 

①現在の暫定目標値50ナノグラム/リットルを米国などと同じよう

に４ナノグラム/リットル以下に厳しくするよう求めること。 

  ②産業廃棄物処分場や工場排水などの基準を厳しく設定すること。

③土壌汚染対策法をＰＦＡＳ汚染でも活用できるように法整備を求

 めること。 

３．産業廃棄物最終処分場内の盛土についても流出の危険がないよう

に指導すること。 
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